
１　目的・主旨

２　対象山林

集落に隣接する1,000㎡以上の山林

山林の下草刈りや不用木を除去し、緩衝帯（幅：約10～20ｍ）を設ける （伐採木の搬出、処分は行いません）

３　実施要件

1）事業主体は飯山市

2）事業実施に対する山林地権者等の同意（地元区が行う）

3）翌年度以降の集落等による緩衝帯の維持管理の継続（地元区が行う）

４ 事業実施実績

令和６年度（2024） 令和7年度（2025）

地区名 実施面積(ha）延⾧（ｍ） 地区名 実施面積(ha）延⾧（ｍ）
6-1 瑞穂 福島 3.00 1500ｍ×20ｍ 7-1 木島 安田 1.00 1000ｍ×10ｍ
6-2 瑞穂 北原 3.00 1000m×30ｍ 7-2 秋津 静間 2.20 1100ｍ×20ｍ
6-3 柳原 山口 1.20 300m×40m 7-3 瑞穂 北原 3.00 1200ｍ×20～40ｍ

計 7.2 計 6.2

令和8年度（2025）実施予定箇所

地区名 実施面積(ha） 延⾧（ｍ）
8-1 太田 大深 0.50 500ｍ×10ｍ
8-2 木島 吉 0.50 500ｍ×10ｍ

8-3 常盤 上野 2.00 1000ｍ×20ｍ

8-4 飯山 有尾 1.00 1000ｍ×10ｍ
計 4

飯山市里山整備事業（緩衝帯整備事業）概要

（市町村森林整備支援事業活用）

飯山市里山整備事業は、野生鳥獣の集落等への出没による人身被害および農作物被害を防止するため、市と集落の協働により
集落に隣接する森林(里山)の緩衝帯整備を行う。

令和8年度市町村森林整備事業

上野区 緩衝帯整備

凡例

･･･幅20ｍ

･･･幅10m

総延⾧1,050m

総面積2.0ha

みんなで支える森林づくり北信地域会議

現地調査資料（令和８年７月３１日）

飯山市森林農地整備課


